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第16回全国スキー協デモンストレーター選考会＆
第 7回スキーテクニカルコンペ

3 月 24 ～ 25 日、熊の湯スキー場で開催 
「格段にレベルアップが見られた」全国技術教育局長　荻原正治

24 日午前はデモ選受験者を対象にした講習
会、検定員 3名が交互に選手の滑りをチェッ
クしてアドバイスをします。この講習会は STC
受験者も参加できます。
デモ選に合格できるよう高い視点でのアドバ
イスが各検定員から告げられていました。
斜面は横手山スキー場第 4ゲレンデ、リフ
トが短いこともあり、非常に効率の良い運営が
できたと思います。

【デモ選の内容と結果】
午後からデモ選開始。種目は真下への横滑り
左右連続、続いて内向傾ターン、そしてベー
シックパラレルターンの 3種目。幸い思った
以上に雪が緩まず、この時期としては絶好のコ
ンディションでの開催となりました。
真下への横滑り左右連続は、第４の急斜面、
全体的にレベルアップが見られたものの、ス
タート直後の横滑りに入る段階で、もたもたす
る動作がみられ、続く急斜面ではスピードが増
してしまう選手と、全体的に一定のスピードで
滑り降り余裕が感じられる選手に点数の差が出
ていました。
続く、内向傾ターンでは内向傾のターンポジ
ションに入れるか否かで、かなりの点数の開き
が出ていました。
75 点をクリアした選手は 7名、ターンポジ
ションに入るコツをつかめれば容易に高得点が
取れる種目であることが証明されたともいえま
す。（２面につづく）

デモ認定者。左から、1 位・岡田章男（上尾シルフィード）、2 位・
桶谷政博（ミルキーウエ イ）、5 位・横山隆、3 位・寺田康平（望
幻 Hadashi）、4 位・赤木徹郎（黒姫 SC）

STC 入賞者　左から、矢野貴広（ふきのとう）、大塚幸代（ふ
きのとう）、横田耕一（メトコス）、北村純一（1Dys）
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（２面のつづき）
3 種目のベーシックパラレルターンでは技術の理解度と表現力が問われる種目。特にこの種目でポイントとな
る切り替えゾーンで前に出て切り替える動作から外脚伸脚による外脚荷重でしっかり雪面をとらえ安定したス
ピードで滑ることができた選手とターン前半の捉えが甘く暴走気味のターンになってしまう選手とで点数の差が
はっきり出ていました。
2日目は、STC 受験者と合同で小回りターン、大回りターン、コンビネーション、そして不整地小回りの 4種
目を行いました。2日目も快晴、しかし雪はそれほど緩まず好条件での検定となりました。バーンは前日と同じ
第 4ゲレンデです。
最初の小回りターンで要求する滑りは、大回りターンをできるだけ小さい弧で表現できるか。つまり、スキー
を振った小回りターンではなく、カービングの性能を生かした小回りターン技術を要求しています。
前日午前の講習会では小回りターンに時間を割いて練習できたこともあってか、全体的に高得点が出ていまし
た。
ポイントは切り替えてから谷回りターンに入るのか、切り替えながらターンに入るのか（この場合は山回りター
ン技術となってしまう）で点数に大きな開きが出ていました。
内向傾ターン、ベーシックパラレルターンでも重視してきている、切り替えてから谷回りターンに入る技術は
小回りターンにおいても同じです。
この技術を見事に演技したのは寺田康平選手（85点）、そしてその滑りを更に安定して滑ったのが岡田章男選
手（87点）でした。
大回りターンでは前に出て切り替えて谷回りターンに入り動作をスピードがある中でもコントロールされた安
定したターンが求められます。この種目で 80点越えをした選手は桶谷選手一人だけ、75点越えは 6人いまし
たがそれほど点数は伸びませんでした。
コンビネーションでは高速ターンでのリズム変化が求められる種目ですが、全体的に小回りターンから大回り
ターンに移るところで減速してしまう選手が多く、スピードをつなげられた選手とで点数の開きがでました。こ
の種目で 80点越えは岡田選手一人だけで、大回りターン同様課題が残りました。
最後の不整地小回りターンでは雪が固くコブを作ることができなかったため、第４中央部の否圧雪エリアを
使っての検定を行いました。
クラスト状の滑りづらい雪質のため、角付けを切り替えただけのスキーの押し出しが弱い滑りではコントロー
ル不能になったり、転倒にもつながるだけに選手の力量が問われる種目となりました。
スタート地点はあえて斜面の下が見えない位置からとし、不安感が生まれることを想定して誰が果敢に困難な
斜面に挑戦するかを試させてもらいました。下から見て中央の林寄りは斜度が急で非圧雪状態、左は圧雪エリア
に近く難度が低い雪質です。
比較的安全コースを選ぶ選手がいる中で、最も難しい右斜面に挑戦したのが前日 79歳の誕生日を迎えた皆川
選手でした。みごと滑り切り喝采を浴びていました。　
最近は非圧雪の斜面を滑る機会が少なくなっているかもしれませんが、スキーの原点となる非圧雪斜面を滑る
技術もデモを目指す方は身に付けてもらいたいと思います。

【スキーテクニカルコンペ（STC）の内容と結果】
デモ選と同じ条件で行われた STC は 9名が参加、その中で福岡から参加した矢野貴広選手と大塚幸代選手は
見事な滑りを披露。
矢野選手は全ての種目で 85点前後の得点を出し、特に全体に伸び悩んでいたコンビネーションで 88点の高
得点で男子レギュラーの部で優勝、続く男子マスターズの部優勝の横田耕一選手も 80点越えの得点を出し、全
体を引き締めてくれました。
また、唯一女性参加の大塚選手も平均点 76点を超え、来年はぜひデモを目指して欲しいと思いました。
検定の結果、デモ選の認定者は 5名、1位・岡田章男（上尾シルフィード）、2位・桶谷政博（ミルキーウェイ）、
3位・寺田康平（望幻Hadashi）、4位・赤木徹郎（黒姫ＳＣ）、　5位・横山隆（ふきのとう　※ただし指導員合
格が条件）。
STC では、男子レギュラーの部　1位　矢野貴広（ふきのとう）。
男子マスターズの部　1位・横田耕一（メトコス SC）、2位・北村純一（1Dys）、3位・福島明（シーハイル）。
女子マスターズの部　1位　大塚幸代、という結果でした。
STC 県別対抗の部では、1位・福岡県、2位・埼玉県、3位・新潟県でした。
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2018 国民平和大行進一歩でも二歩でも歩こう
今年も国民平和大行進に季節がやってきました。東京～広島コースを、スポーツ連盟は５月６日の出発式
から８月４日の広島まで「スポーツは平和とともに」の桃太郎旗を掲げて歩きます。昨年、東京～広島コー
スを通し行進をした滋賀スキー協の西田重好さんは、今年は宮崎～広島コースを通し行進するそうです。
核兵器廃絶に向けて、全国各地で今年も一歩でも二歩でも歩きましょう。

50周年記念スキー板の斡旋について
50 周年記念スキー板は４面に掲載しているオガサカスキー板の２機種を斡旋します。締め切りが 7

月10日となっていますので、早めに申込んでください。なおブルーモリスの板はメーカーの都合により、
取り扱いを行いませんのでご了承ください。（事業部）

第 31 回定期総会　６月９～ 10 日に開催へ
本年 6月、定期総会を東京で開催します。全国スキー協は来年 2月で創立 50周年を迎えるに当たり、

50周年事業の取り組みが主な議題の 1つとなります。
開催要項、会場、宿泊所が決まり次第、総会招集状を都道府県スキー協、直接加入クラブに通知しま

す。（全国事務局）
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’17-’18 モデル オガサカスキー
オガサカとはスキー協 40 周年記念スキー板製作以来からのおつきあいです。今回もオガサカと相談しながら、

オガサカブランド Unity を取り入れ、4 機種を斡旋いたします。オガサカスキーは日本の雪に合ったスキーとして
定評があります。プレート付きも可能です。（事業部）

スキー協斡旋頒布価格は、事業部までお問い合わせ下さい。
★ご要望があれば他の機種もスキー協斡旋価格にて頒布しますので、機種をお知らせ下されば相談に応じます。
★下記注文書に記入して、FAX または郵送にてお申込み下さい。振込みを持って正式な申込みとします。全国スキー協事業部で振込みを確認し、
申込者に発注確認の連絡をもってメーカーに発注します。
申込先　〒 170-0013 豊島区東池袋 2-39-2 大住ビル４F　全国勤労者スキー協議会　事業部

電話　03-3971-4145　FAX03-3986-5403
郵便振替口座番号　00180-7-82138　口座名・全国勤労者スキー協議会（必ず通信欄に「オガサカ板」と記入して下さい。）

　注　　文　　書　

申込者氏名 ビンディング装着必須事項

連絡先電話 携帯電話 　年齢　　　歳　　　　身長　　　　㎝　　　　体重　　　㎏

注文モデル 　技術レベル　　□上級　　□中級　　□初級

板の長さ ㎝ 靴シェルサイズ　　　　　　　　㎝

納品発送先 （郵便番号　　　－　　　　　　）

納品先名前 納品先電話

★下記注文書に記入して、FAX または郵送にてお申込み下さい。申込みされ次第、メーカーに発注します。
申込先：〒 170-0013 豊島区東池袋 2-39-2 大住ビル４F　全国勤労者スキー協議会　事業部

電話　03-3971-4145　FAX03-3986-5403
郵便振替口座番号：00180-7-82138　口座名・全国勤労者スキー協議会

（必ず通信欄に「50 周年記念オガサカ板」と記入して下さい。）
申し込み書

申込者氏名 記念プリント 要　　　不要

住　　　所 〒

申込み記念スキー

いずれかをまるで囲ん
でください

申込み締切り

７月
10 日

申込み受付中！


